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『情報コミュニケーションを考える１』
· コミュニケーションとは？
　　[株式会社岩波書店　岩波国語辞典第六版]

　　■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■。通じ合い。

　コミュニケーションとは「■■■■」です。これは、情報を正確に・効率良く、伝達することではありません。

　お互いに■■■■■、■■■■■■■■■、■■■■■■■■が出来て始めて、「コミュニケーションが出来た」と言えます。

　情報社会では、情報機器を利用した他人とのコミュニケーション能力は進化しているが、直接会う（Face to Face）コミュニケーションの能力は、逆に退化していると言えます。
· コミュニケーションの分類
　　コミュニケーションは、大きく２つに分類されます。

■■■■■■■■■■■■■■■■■（verbal　communication）と

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■（nonverbal　communication）です。
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· 言語コミュニケーション
　言語によるコミュニケーションは、「■■■■と■■■■（■■■■と■■■■）」に分類されます。話し言葉は、動物が発する鳴き声の延長と考えられ、■■■■■なコミュニケーションと言えます。そして書き言葉は「描く」能力を発展させ「文字の発明」を行った人間特有の■■なコミュニケーション手法と考えられます。
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· 言語コミュニケーションの中に潜む非言語要素
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· 非言語コミュニケーション1
　　非言語コミュニケーションに使用される非言語的要素としてあげられるのは、「■■■」「■■」「■■」「■■」といった■■■■■要素、「■■■■■■■」といった■■■要素、「■■■■■」といった■■■要素がある。
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· 非言語コミュニケーション2
　また、「■■」「■■■■■」といった■■■■■、「■■」「■■■■■■」といった■■■、「■■」「■■」「■■」といった■■■要素も、非言語コミュニケーションの中で大きな役割を果たしていると考えられます。
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· 対面（Face to Face）コミュニケーション
　以上のようにコミュニケーションを考えると、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■と言えます。しかし「対面」する為には「当事者」が「■■■■」に「■■■」にいなければならない、つまり■■■■■■■■■■■コミュニケーションであるという問題があります。
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· 対面（Face to Face）以外のコミュニケーション
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· 情報社会に普及したコミュニケーションの特徴
　パソコンと携帯をもちいた「メール」というコミュニケーションが広く浸透しました。

　情報社会を代表する新たなコミュニケーションと言えるこの「メール」は、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■という、これまでに無い簡易なコミュニケーション手法です。
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· 電気信号の伝播速度
　　「■■」の■■■■は、「■」、「■■」とほぼ同等です。

　　　　　速度 ： 秒速■■万ｋｍ。

　　　　　（■■で■■を■■回まわる速さ）

電波の使用例

トランシーバー、コードレスホン
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現在の■■■や■■■■をもちいたコミュニケーションには■■■■■■■■■■■■■■為、純粋な言語コミュニケーションと言えるかもしれません。





「書き言葉（文字言語）」には「文字の■■■・■■」


「■■」「■■」といった非言語的要素が存在しています。





「話し言葉（音声言語）」には「声の■■■・■■」


「■■」「■」「■■」といった非言語的要素が存在しています。
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